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第５学年 社会科 学習指導案 

                            

１．単元名『わたしたちのくらしと情報』 

（教科書：『小学社会５下』p.2～27／学習指導要領：内容（４）ア，イ） 

 

２．単元の目標 

   災害発生時にラジオが果たす役割や小千谷市が緊急告知ラジオを配置したことを調べ，ラジオの

有効性を明らかにしていくことを通して，情報を発信する側には役割や責任があること，情報を受

信する側には積極的に情報を受信したり必要な情報を選択したりする必要性があることを理解し，

情報化社会において様々な情報を適切に判断し，自分の生活に生かすことの大切さに気づく。 

 

３．単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

身のまわりには様々

な情報手段があること

に気づき，必要とする情

報の種類，時や場合に応

じて，情報手段を選択し

ながら情報を得て，活用

しようとしている。 

 情報を発信する側と

情報を受信する側がそ

れぞれ果たすべき役割

や，情報の取捨選択の必

要性について考え，表現

している。 

 資料や聞き取り調査

などを活用して，適切な

情報手段を用いて，必要

な情報を得ることの大

切さを読み取っている。 

 身のまわりには様々

な情報手段があること

や，必要な情報を自ら取

捨選択して活用するこ

との大切さについて理

解している。 

 

４．指導にあたって 

（１）児童の実態 

   日頃からラジオを情報手段として活用している児童は多くない。まず本単元の導入では，児童の

生活経験を振り返ったり，家族への聞き取り調査をまとめたりすることで，身のまわりに様々な情

報手段があることを明らかにする。その後，児童が日頃使うことの少ないラジオが災害発生時には

貴重な情報源となって人々の役に立つことや，新潟県中越地震の経験から緊急告知ラジオが配置さ

れていることを理解することを通して，生活するうえでラジオが必要な情報手段であることを実感

させたい。そして，児童が，様々な情報手段を有効活用し，自分にとって必要な情報を得ることが

できるようにしていく。 

 

（２）教材について 

数多くの情報手段が発達した今日において，児童がその一つとしてラジオとかかわる機会は少な

い。しかし，ラジオは大切な情報収集源であり，特に地震や大雨などの災害発生時にはその力を発

揮する。新潟県中越地震や東日本大震災でも，被災者にとっての情報収集源として，その有用さが

認められている。 

本単元では，新潟県小千谷市が，市内すべての世帯と事業所に配置した緊急告知ラジオを取り上げ
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る。新潟県中越地震のときは，市内全域に小千谷市からの情報を伝達する手段に乏しく，特に情報

弱者とされる高齢者などへの情報伝達手段が大きな課題となっていた。その後，小千谷市は緊急時

の情報伝達手段のあり方を検討し続け，緊急告知ラジオを導入することとなった。小千谷市が，市

民の安全を守るために整備したことを知ると共に，提供される情報を有効に活用する必要性につい

て考えられるようにする。本単元を通し，今まで見えていなかった自分の生活とラジオとのつなが

りに気づき，情報を発信する側の役割や責任，受信する側の正しい判断の必要性，情報の有効活用

の大切さを考えられるようになってほしいと考える。 

 

（３）指導上の工夫・留意点 

児童の生活において，ラジオとのかかわりは薄い。しかし，特に災害発生時には非常に有効な情

報手段となる。そのことを具体的に捉えるために，家族への聞き取りや東日本大震災におけるデー

タ，ラジオ局に勤める方の話，緊急告知ラジオや市役所の方の話など具体的な教材を学習に取り入

れる。それら教材に対する児童の意識や考え，かかわりの度合いなどを見取り，児童が情報手段と

してのラジオについて見直し，自らの生活に少しでも生かしていこうと考えられるような工夫をし

ていく。児童が，ラジオは自分たちの身近にあるのだということを認識できるような単元づくりに

取り組んでいく。 

 

５．小単元の指導計画（総時数 11時間） 

時 ねらい ○学習活動 ・内容 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

①
（
つ
か
む
） 

身のまわりにあ

る情報に関心を

もち，どのような

手段でそうした

情報を得ている

のか，調べる意欲

をもつ。 

○身のまわりにある情報を挙げる。 

・ニュース，スポーツの結果，イベント情

報など 

 

 

 

○児童が使っている情報手段の数をグラ

フで表す。 

・テレビやインターネットで得ている。 

・ラジオはあまり聞かないし，役立ってい

るのかがわからない。 

○家族は，何から，どんな情報を得ている

のか，次時までに調べてくる。 

 

◇身のまわりには様々な情報

があることに気づかせる。 

 

 

 

◎児童が使っている情報手段

をグラフに表すための用紙 

◇少数意見もできる限りグラ

フに反映する。 

◆身のまわりの情報をどのよ

うにして得ているのか，関心

をもって調べようとしてい

る。 

（関・意・態／発言） 

 

自分たちは，何を使って情報を得てい

るのだろうか。 
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②
（
つ
か
む
） 

家族から聞き取

ったことをまと

め，情報を得る手

段の傾向をつか

み，疑問点を明ら

かにする。 

○家族からの聞き取りの結果（使っている

情報手段の数）をグラフに表す。 

・やっぱりテレビが多い。 

・大人は新聞も多い。 

○児童と家族のグラフを比較する。 

・テレビやパソコンはどちらも多い。 

・大人は子どもに比べるとラジオを使う人

が多い。 

・車の中で聞いていると言っていた。 

・映像がある方がわかりやすいと思うけれ

ど，どうして使うのだろうか。 

○ラジオを使ってどんな情報を得るのか，

なぜラジオを使うのかを，次時までに家

族に聞いてくる。 

 

◎前時で使ったグラフ用紙 

 

 

◇児童と家族の結果を色分け

して，違いを可視化する。 

 

 

 

 

◆家族から聞き取ったことや

グラフで表された調査結果

から，ラジオが情報手段とし

て活用されていることに気

づく。 

（技／発言，ノート） 

③
（
調
べ
る
） 

家族への調査結

果や東日本大震

災時の行動調査

結果から，ラジオ

が災害時に活用

されていること

に気づき，その理

由を考えようと

する意欲をもつ。 

○家族から聞いてきたこと（ラジオで得て

いる情報・ラジオを使う理由）を発表し

合う。 

・自動車で移動するときに聞いている。ニ

ュースや生活情報などを得ている。 

・仕事をしながら聞くことができる。映像

がないので，画面に注目しなくてもよい

から，気軽に聞くことができる。 

・地震などの災害の時に，ラジオは役立つ。 

・東日本大震災のときも，ラジオが使われ

ていた。 

○どうして災害時に，ラジオを使って情報

を得ているのかを考える。 

・持ち運びができるからかな。 

・乾電池を使えば，停電でも使えるよ。 

・中越地震のときはどうだったのかな。 

○災害時にラジオを使う理由や，新潟県中

越地震のときにラジオを使ったかどう

かを，次時までに家族に聞いてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎『東日本大震災情報行動調査

報告書』（抜粋） 

◇平常時と比べ，地震発生後数

時間までの間に利用した情

報手段としてラジオが多か

ったことを確認する。 

 

◆家族への調査結果や東日本

大震災時の行動調査結果か

ら，災害時にラジオが活用さ

れていることに気づく。 

（技／発言，ノート） 

子どもがあまり使わないラジオを大人

が使うのはどうしてか。 

ラジオを使ってどんな情報を得てい

るのだろうか。 
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④
（
ま
と
め
る
） 

災害発生時にラ

ジオが活用され

る理由を話し合

ったり，ラジオパ

ーソナリティの

話を聞いたりし

て，ラジオが有効

な情報手段であ

ることを理解す

る。 

○家族から聞いたことや自分で考えたこ

とを発表し合う。 

・持ち運びができるし，すぐに聞くことが

できるから。 

・停電でも，電池があれば聞くことができ

るから。 

・災害直後は，携帯電話がほとんどつなが

らなくなると聞いた。 

・停電になると，テレビやパソコンは使え

ないから，ラジオを使う。 

○FM ラジオのパーソナリティの話を聞

く。 

・地震などの災害の時には，ラジオがとて

も役に立つことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎FM ラジオのパーソナリティ

へのインタビュー 

◇情報の受け手と伝え手の両

方の立場から考えさせる。 

 

◆災害発生時には，ラジオが有

効な情報手段であり，様々な

人が活用していることがわ

かる。 

（知・理／発言，ノート） 

⑤
⑥
（
つ
か
む
） 

緊急告知ラジオ

に関心をもち，普

通のラジオとの

相違点について

調べる意欲をも

つ。 

○緊急告知ラジオの実物に触れてみる。 

・ラジオなのにライトがついている。 

・普通にラジオが聞ける。 

・緊急告知とは，どんな放送が流されるの

か。 

・緊急告知放送を流す仕組みは，どうなっ

ているのか。 

○資料から，市が緊急告知ラジオの配置を

知らせている様子を読み取る。 

・普通のラジオとは違うみたいだ。その違

いを明らかにしていこう。 

 

 

◎緊急告知ラジオ（各グループ

に１台用意する） 

◇ラジオに触れさせ，気づいた

ことや疑問点を共有する。 

 

 

 

◎緊急告知ラジオの配置を知

らせる市報 

◆緊急告知ラジオと普通のラ

ジオとの相違点について調

べようとしている。 

（関・意・態／発言） 

地震が発生したときにラジオが使わ

れるのはどうしてか。 

中越地震で被災したとき，ラジオがと

ても頼りになった。東日本大震災で

は，ラジオを通して情報を伝える立場

になった。常に相手の立場に立って話

しかけるように心がけた。 

緊急告知ラジオについて調べたいこ

とは何か。 
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⑦
（
調
べ
る
） 

緊急告知ラジオ

と普通のラジオ

の相違点につい

て話し合い，なぜ

小千谷市は緊急

告知ラジオを無

償で配置したの

か，考えようとす

る意欲をもつ。 

○緊急告知ラジオと普通のラジオの違い

について話し合う。 

・小千谷市内すべての家に配置されてい

る。 

・緊急時に自動的に放送が始まる。 

・無料で各家庭に配られた。 

・なぜ，小千谷市はこのラジオを配ったの

か。 

・周りの他の市では，無料で配っていない

のはどうしてか。 

 

◇緊急告知ラジオが無償で配

置されたこと，自動受信機能

があることなど，普通のラジ

オとの違いを明確にさせる。 

 

 

◆どうして小千谷市は他市と

違い，緊急告知ラジオを無償

で配置したのかを考えよう

としている。 

（関・意・態／発言，ノート） 

 

⑧
（
ま
と
め
る
）【
本
時
】 

緊急告知ラジオ

が全戸に配置さ

れた理由や，市の

担当者の思いや

願いを理解し，情

報を自ら集めて

有効に活用する

ことの大切さに

気づく。 

・市民の命を守りたいから。 

・災害時に役立つことをラジオがしている

から。 

・停電でも使えるし，ライトもついている

から。 

○市の危機管理課長の話を聞く。 

・いち早く情報を伝えるために配置された

のだな。 

・でも，ラジオがあるだけで安心なのだろ

うか。 

 

 

◇緊急告知ラジオが全戸配置

された理由を，市の担当者の

思いやラジオの機能などを

もとに整理して板書する。 

 

 

 

◎市の危機管理課長の話 

 

 

 

 

 

 

◆緊急告知ラジオ導入の理由

を理解し，情報を自ら集めて

有効に活用することの大切

さについて考え，表現してい

る。 

（思・判・表／ノート） 

 

緊急告知ラジオに対する疑問を明らか

にしよう。 

小千谷市が緊急告知ラジオを全戸に

配置する理由は何だろう。 

緊急告知ラジオなら，誰でも速く，確

実に緊急情報を得ることができます。

全市民の防災に役立ててもらいたい

と考え，全戸配置しています。でも，

本当に大切なのは，自分の身は自分で

守れるようにすることです。 
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⑨
⑩
（
つ
か
む
・
調
べ
る
） 

時と場合に応じ

て，必要な情報を

適切な手段で収

集し，活用するこ

とが大切である

とわかる。 

○緊急告知ラジオ以外にも，防災・災害情

報を得る手段はないか話し合う。 

・インターネットやメールでも情報を得ら

れる。 

・テレビのデータ放送でも得られる。 

・東日本大震災では，時間の経過とともに

利用された情報手段が変化している。 

○利用された情報手段が変化していった

理由を話し合う。 

・停電が直ったから，映像も見られるテレ

ビが使われるようになった。 

・ラジオの利用は１か月後には少なくなる

けれど，地震発生前よりも多く使われて

いる。大切な情報手段であることに変わ

りはない。 

・様々な情報手段を使うことで，より多く

の情報を得ることができる。情報手段を

使いこなしていきたい。 

 

 

 

 

◎『東日本大震災情報行動調査

報告書』（抜粋） 

◇普段～地震発生１か月後ま

での，利用された情報手段の

変化を読み取らせる。 

 

◇利用された情報手段の変化

の理由を考えさせる。 

 

 

 

◆時と場合に応じて，必要な情

報を適切な手段で収集し，活

用することの大切さがわか

る。 

（知・理／ノート） 

⑪
（
ま
と
め
る
） 

様々な情報手段

の役割や，必要に

応じて情報を有

効活用すること

の大切さについ

て，新聞にまとめ

る。 

○様々な情報を適切に活用し，自らの生活

に生かしていこうとする内容で，学習し

たことを新聞にまとめる。 

・様々な情報を自分の生活や防災に役立て

たい。 

・情報手段のそれぞれの特長を生かして，

活用していきたい。 

 

 

◇情報を発信する側と受信す

る側の両面からまとめさせ

る。 

◆身のまわりにある情報手段

を，それぞれの役割や必要に

応じて有効に活用すること

が大切であることを考え，表

現している。 

（思・判・表／新聞） 

 

６．本時の指導（第８時） 

（１）本時のねらい 

   他の市とは違い，小千谷市では緊急告知ラジオを全戸配置している事実に着目し，どうして小千

谷市は全戸に無償で配置するのかを考えることを通して，導入された理由や市の担当者の思い，願

いを理解し，情報を自ら集めて有効に活用することの大切さに気づく。 

時間の経過とともに，利用された情報

手段が変化したのはなぜか。 

これまで学習したことを新聞にまとめ

よう。 
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（２）本時の展開 

時配 ○学習活動 T：発問 C：児童の反応 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

10 ○小千谷市と他の市との緊急告知ラジオの配置の違いに

ついて，考えたことを発表する。 

T：緊急告知ラジオの配置状況について，小千谷市と他の

市で比べてみました。小千谷市は，他の市と違って全部

の家にラジオを配っています。どうしてでしょう。 

C：全部の家に配ったということは，すべての市民の命を

大切に思い，守れるように配ったのではないか。 

C：地震などの災害に備えるために，配ったのではないか。 

 

◎各市の緊急告知ラジオの配置

状況をまとめた表 

 

◇前時までに学習したことを振

り返り，本時で話し合うことを

確認する。 

20  

 

 

 

○自分の考えをノートに記述する。 

T：それでは，自分の考えをノートに書いてみましょう。  

○考えたことを発表し合う。 

T：どんなことを考えたか発表してください。 

C：中越地震があって，みんなが怖い思いをした。その恐

怖心をなくすために配った。 

C：中越地震の時，情報不足で困った人がいたと思うから，

配った。 

C：災害が起こったときに，市民を不安にさせないため。 

C：災害時に，ラジオを頼りにしている人が多いから。 

C：他の市と比べて人口が少ないから，全部の家に配るこ

とができた。 

○考えたことの妥当性について話し合う。 

T：このラジオを配っているのは誰でしょう。 

C：市役所の人。 

C：市役所の危機管理課が配置した，と資料に書いてある。 

T：危機管理課の人たちは，どういう思いでラジオを配置

したのでしょう。 

C：市民の安全を考えている。 

C：考えていなければ配置はしない。 

T：これで，なぜ配置したのか確かめたことになりますか。 

C：ならない，もっと調べてみたい。 

C：危機管理課の人に話を聞いて確かめたい。 

 

 

 

 

◇個人で思考してから，ペアで交

流する。 

◇資料や掲示物，ノートの記述な

ど根拠を明らかにして自分の

考えを述べられるようにする。 

◇出された理由を，小千谷市の思

いや願いに関することと緊急

告知ラジオの機能面に関する

ことに整理して板書する。 

他の市と違い，小千谷市が緊急告知ラジオを市内全戸

に配置する理由は何だろう。 
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15 ○危機管理課の方に話を聞く。 

市の危機管理課の方の話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：お話を聞いてどうですか。 

C：市民の安全を考えて配置したことがわかった。 

C：中越地震の経験をもとに，配置されていた。 

C：生命と財産を守るという大切な目標があった。 

C：様々な状況の人々に，情報を伝えるためだった。 

T：では，振り返りを書きましょう。 

◎市の危機管理課の方の話 

 

◇緊急告知ラジオの配置に込め

られた思いや，様々な情報を集

め，有効に活用していくことの

大切さについて，市の担当者に

話してもらう。 

 

 

 

 

◆緊急告知ラジオ導入の理由を

理解し，情報を自ら集めて有効

に活用することの大切さにつ

いて考え，表現している。 

（思・判・表／ノート） 

 

 

 

緊急告知ラジオを配置した一番の理由は，市民の生

命と安全を守るためです。災害時，市民に必要な情

報を，いち早く伝えるために配置しました。ラジオ

なら手軽に配置できると考えました。いわゆる情報

弱者の人も使うことができます。中越地震では，情

報伝達にとても時間がかかりました。防災体制の強

化，情報の伝達が必要だという観点から配置しまし

た。みなさんにも活用してほしいと思っています。 


